
平成17年８月18日発行S H I M O N I T A S H I N R I N

●第四十回通常総会開催

●新役員紹介
代表理事組合長に神戸金貴氏再任（三期）

●デルピス号を群馬県立博物館で展示保存計画

●荒船湖サマーフェスティバル

●『関東甲信越ブロック青年建築士協議会』
群馬大会が開催

主 な 内 容

第７号

ログハウス（軽井沢別荘地内）
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森
林
・
林
業
の
置
か
れ
た
環
境
は
こ
こ
数
年
更
に

悪
化
の
一
途
を
辿
り
、
林
業
と
い
う
山
村
を
支
え
て

き
た
産
業
は
生
業
と
し
て
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
い

る
事
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。

材
価
は
一
万
円
以
下
に
張
り
付
い
た
ま
ま
で
一
向
に

回
復
の
兆
し
が
見
え
ま
せ
ん
。

国
の
政
策
は
何
時
の
間
に
か
生
業
と
し
て
の
林
業

を
置
き
去
り
に
し
て
、
響
き
の
良
い
環
境
・
森
林
と

い
う
、
大
事
で
は
あ
る
が
漠
然
と
し
た
範
疇
に
す
り

替
え
ら
れ
て
お
り
、
林
業
従
事
者
の
仕
事
の
現
場
は

希
少
な
も
の
と
成
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
森
林
組
合

の
よ
う
な
持
続
し
た
生
産
活
動
を
目
指
す
組
織
と
し

て
は
、
地
域
の
安
定
雇
用
の
理
想
と
、
組
織
護
持
の

現
実
の
谷
間
に
苦
し
ん
で
い
る
の
が
実
情
で
す
。
事

業
量
の
極
端
な
減
少
に
伴
い
、
高
齢
化
し
て
い
る
熟

練
林
業
技
術
者
の
多
く
が
、
経
験
の
少
な
い
若
年
技

術
者
に
職
場
を
譲
っ
て
勇
退
を
余
儀
な
く
し
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

暫
く
若
者
か
ら
見
向
き
も
さ
れ
ず
、
高
齢
化
の
一

途
を
辿
っ
て
い
た
林
業
の
現
場
に
、
少
し
ず
つ
若
い

人
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
わ
が
組
合
で
も
平
均
年

齢
が
八
歳
ほ
ど
低
下
し
た
の
は
時
代
の
変
化
で
す
。

し
か
し
、
平
均
年
齢
の
低
下
は
一
方
で
技
術
年
齢
の

低
下
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
新
た
な
問
題
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
林
業
を
守
っ
て
き
た
熟
練
林

業
技
術
者
が
消
え
て
行
く
実
態
で
す
。

戦
後
六
十
年
、
戦
争
で
荒
廃
し
た
山
林
へ
の
植
林

は
ほ
ぼ
十
年
間
で
（
昭
和
三
十
一
年
）
で
完
了
し
、

そ
の
後
は
拡
大
造
林
の
奨
励
で
人
工
林
は
既
に
四
十

〜
六
十
年
の
適
性
伐
期
令
に
達
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
残
念
な
事
に
林
業
政
策
は
全
て
先
送
り
の
感
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
財
政
の
逼
迫
か
ら
、
環
境
に
森
林

の
効
果
が
大
き
い
と
い
う
認
識
と
掛
け
声
ほ
ど
に
は

事
業
化
に
繋
が
っ
て
来
ま
せ
ん
。

一
方
で
森
林
組
合
は
森
林
行
政
の
担
い
手
と
し
て

今
後
も
期
待
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
ま
で
記
し
ま

し
た
よ
う
な
事
情
か
ら
何
処
の
組
合
も
そ
の
運
営
に

先
が
見
え
な
い
状
態
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
当
組
合

と
し
て
現
在
実
施
し
て
い
ま
す「
新
・
下
仁
田
方
式
」

の
即
ち
、
森
林
整
備
と
杭
１
本
の
打
ち
込
み
事
業
、

素
材
生
産
、
小
径
木
加
工
セ
ン
タ
ー
、
更
に
貯
木
セ

ン
タ
ー
は
地
域
林
業
の
拠
点
と
し
て
更
に
工
夫
を
し

な
が
ら
継
続
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

下
仁
田
町
森
林
組
合
は
本
年
は
合
併
四
十
周
年
の

年
で
あ
り
ま
す
が
、
敢
え
て
本
年
は
記
念
行
事
は
実

行
せ
ず
に
、
五
十
周
年
を
無
事
迎
え
ら
れ
る
組
織
に

向
か
っ
て
の
第
一
年
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
は
去
る
五
月
二
十
五
日
の
理
事
会
に
お
い
て
、

み
た
び
代
表
理
事
組
合
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
森
林

組
合
が
嘗
て
経
験
を
し
た
事
の
な
い
厳
し
い
状
況
の

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
心
を
新
た
に
し
て
、
こ
の
難

局
を
乗
り
切
れ
る
よ
う
一
層
の
努
力
を
致
す
覚
悟
で

あ
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆
様
に
も
格
段
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

組
合
長
あ
い
さ
つ
下
仁
田
町
森
林
組
合
　
代
表
理
事
組
合
長
　
神
戸
　
金
貴
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四
月
二
十
七
日（
水
）下
仁
田
町
森
林
組
合
の
第
四

十
回
通
常
総
会
が
下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
員
数
一
、
四
八
五
名
の
う
ち
一
、
一
七
一

名
（
本
人
出
席
三
二
四
名
　
書
面
出
席
八
四
七
名
）

並
び
に
来
賓
多
数
の
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

副
組
合
長
小
井
土
洋
一
よ
り
開
会
の
辞
に
始
ま

り
、
代
表
理
事
組
合
長
の
神
戸
金
貴
よ
り
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
来
賓
の
群
馬
県
議
会
議
員

の
織
田
沢
俊
幸
様
、
下
仁
田
町
長
岡
田
常
夫
様

富
岡
環
境
森
林
事
務
所
長
新
井
隆
夫
様
よ
り
祝
辞

を
い
た
だ
い
た
。
続
い
て
小
坂
地
区
齋
藤
武
氏
を

議
長
に
選
出
し
、
第
一
号
議
案
平
成
十
六
年
度
事

業
報
告
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
及
び
損
失

処
理
案
、
第
二
号
議
案
平
成
十
七
年
度
事
業
計
画

他
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
組
合
員
三
名
の

方
よ
り
現
在
の
林
業
の
厳
し
い
現
状
等
に
つ
い
て

建
設
的
な
ご
意
見
、
要
望
等
が
あ
り
組
合
長
よ
り

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
第
十
一
号
議
案
で
は
五
月
二
十
四
日
で

役
員
の
任
期
が
満
了
す
る
の
で
役
員
選
任
の
件
が

上
程
さ
れ
推
薦
委
員
長
佐
藤
克
巳
氏
（
小
坂
地
区
）

よ
り
四
月
五
日
の
役
員
推
薦
会
議
（
構
成
員
七
十

五
名
）
の
経
過
報
告
及
び
役
員
候
補
者
（
理
事
十

六
名
　
監
事
三
名
）
の
提
案
が
あ
り
全
員
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
小
井
土
副
組
合
長
が
閉
会
の
辞
を
行

い
通
常
総
会
は
午
後
四
時
終
了
し
た
。

祝辞の織田沢俊幸県議

祝辞の岡田常夫町長

祝辞の富岡環境森林事務所 新井隆夫所長

通常総会出席者

第
四
十
回

通
常
総
会
開
催
下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル



５月24日の任期満了（３カ年間）に伴い５月25日森林

組合の大会議室において代表理事、正副組合長、 代表

監事、理事の順位、総務・指導・林産各専門委員会の委

員及び委員長の選任が行われ決定したので紹介いたしま

す。（平成20年５月24日まで）

退　任　役　員
永年に亘り森林組合の運営にご尽力賜りまして誠にあ

りがとうございました。

西 牧 地 区　小井土洋一　石井　忠夫　並木　辺吉

竹内　健一　土屋　俊夫

小 坂 地 区　神戸　　弘　永井　正之　上原　　茂

諏訪　里冶　永井　篤司

下仁田地区　桜井　茂久　福田　雄夫
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副組合長理事
赤　岡　正　敏

理　　事
須　賀　芳　明

理　　事
小金沢　友　平

理　　事
岩　井　昌　作

理　　事
高　橋　和　夫

代表監事
中　村　藤太郎

理　　事
齋　藤　　　寛

理　　事
小井土　登喜司

理　　事
今　井　信　行

理　　事
安　藤　亀　雄

理　　事
武　田　　　正

監　　事
白　石　富　雄

理　　事
小金沢　三　夫

理　　事
浜　野　信　治

理　　事
村　岡　勝　治

理　　事
岩　井　民　次

理　　事
市　川　宏　幸

監　　事
永　井　篤　衛

代表理事組合長に神戸金貴氏再任（三期）
新役員紹介

５月25日理事会

役　　職
代表理事組合長
副 組 合 長
代 表 監 事
総務委員会委員長

委　員
〃
〃
〃
〃
〃
〃

指導委員会委員長
委　員
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

林産委員会委員長
委　員
〃
〃
〃
〃
〃
〃

氏　　名
神　戸　金　貴
赤　岡　正　敏
中　村　藤太郎
齋　藤　　　寛
浜　野　信　治
今　井　信　行
安　藤　亀　雄
武　田　　　正
神　戸　金　貴
赤　岡　正　敏
中　村　藤太郎
小金沢　三　夫
小井土　登喜司
白　石　富　雄
村　岡　勝　吉
岩　井　昌　作
永　井　篤　衛
神　戸　金　貴
赤　岡　正　敏
中　村　藤太郎
須　賀　芳　明
小金沢　友　平
岩　井　民　次
高　橋　和　夫
市　川　宏　幸
神　戸　金　貴
赤　岡　正　敏
中　村　藤太郎

任期　平成17年５月25日～平成20年５月24日
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平成17年度参与員さん95名を紹介します。

部　落 氏　名

本 宿 下

本 宿 上

藤 井

横 間 下

横 間 上

中 平

芳 ノ 平

中 丸

竹 ノ 入

相 沢

三 ツ 瀬

中 萱

東 平

市 ノ 萱

高 梨 子

屋 敷

根 小 屋 下

根 小 屋 上

小 出 屋

黒 川

中 野

清 水 沢

大 栗

新 屋

瀬 成

芝 ノ 沢

初 鳥 屋

小 平

萱 倉

高 立

１ － １

１ － ２

２ － １

東 間　一 喜

広　澤　　聰

高 橋　紀 雄

広澤　信一郎

青 木　民 兵

黛　　澄　男

並 木　久 雄

小 板 橋　巌

小 金 澤　満

丹 羽　初 夫

高 瀬　政 美

小金澤　一郎

小金澤　稔治

安 藤　英 雄

小井土善次郎

石　井　　吉

神 戸　ハ マ

並木　袈裟雄

清 水　朝 雄

黛　友 次 郎

小井土　弘弥

岩　井　　茂

佐 藤　唯 詞

園 部　錠 吉

園 部　雄 司

佐 藤　和 久

佐 藤　一 男

柳 澤　行 雄

小井土　直吉

土 屋　安 泉

斎　藤　　武

林　久 太 郎

磯 田　利 一

部　落 氏　名 部　落 氏　名

２ － ２

３ － １

３ － ２

４ － １

４ － ２

５ － １

５ － ２

６ － １

６ － ２

７ － １

７ － ２

８ － １

８ － ２

漆 萱

９ － １

９ － ２

1 0 － １

1 0 － ２

1 1 － １

1 1 － ２

1 2 － １

1 2 － ２

1 3 － １

1 3 － ２

小 北 野

大 北 野

下 郷 風 口

宮 室

井戸ノ上東上下

跡 関

日 向

日 影

峯 大 石

工 藤　隆 男

大 塚　晏 可

小 網　錦 子

永 井　金 作

吉田　高次郎

松　本　　實

永 井　平 正

飯　島　　茂

山　田　　旭

斎 藤　豊 治

佐 藤　克 巳

神 宮　太 平

岡　田　　実

東 間　正 治

小 井 土　正

金 井　孝 允

佐 藤　登 一

佐　藤　　章

松　本　　弘

佐 藤　友 治

金 井　静 雄

金 井　敬 作

神 戸　武 雄

松　本　　昇

岩 井　義 治

赤 岩　平 三

小 瀬　勝 三

今 井　信 行

島 崎　幸 彦

高 橋　寛 之

神　戸　　朗

福 田　巳 富

福 田　文 孝

清 水

滝 ノ 下

赤 谷

土 谷 沢

七 久 保

平 原

桑 本

石 渕 白 山

安楽地堀ノ内

横瀬竹ノ上上ノ替戸

天神森若宮

大 塚 田 城

杣 瀬

下 鎌 田

上 鎌 田

下 蒔 田

緑が丘団地

上 蒔 田

下 仁 田 １

下 仁 田 ２

東 町

川 井 下

川 井 上

吉 崎 下

吉 崎 上

栗 山 下

栗 山 上

高 倉

旧 道 平

神 戸　熊 夫

神 戸　康 夫

神 戸　壮 明

岩　崎　　弘

岩 崎　富 治

青 木　昌 平

土 谷　伸 一

山田　廣太郎

下 山　道 雄

今 井　良 忠

岩 井　正 光

岩井　昌一郎

大小原　和夫

瀬 間　良 一

榊 原　市 夫

永 井　清 雄

高　橋　　宏

牧 野　美 夫

林　　勝　治

中 村　三 郎

岩 崎　栄 子

神　戸　　巌

掛 川　清 司

大井田　利夫

佐 藤　栄 一

今 井　三 男

田 村　三 郎

田 村　金 光

神 宮　安 治
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●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
甘
楽
富
岡
林
業
振
興
協
会

林
業
振
興
功
労
者
表
彰
受
賞

平
成
十
七
年
度

●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

七
月
二
十
八
日
に
甘
楽
富
岡
林

業
振
興
協
会
（
会
長
　
岩
井
賢
太

郎
氏
）
の
通
常
総
会
が
ヴ
ァ
ン
ヴ

エ
ー
ル
（
富
岡
市
）
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
席
上
に
お

い
て
前
副
組
合
長
理
事
の
小
井
土
洋
一
氏
が
平
成
二
年

五
月
か
ら
平
成
十
七
年
五
月
ま
で
森
林
組
合
の
役
員

（
監
事
三
年
間
、
理
事
十
二
年
間
う
ち
副
組
合
長
を
六

年
間
）
と
し
て
組
合
発
展
と
地
域
林
業
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
、
協
会
長
表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

採
　
用
（
職
員
）

神
沢
　
義
栄
（
平
成
十
七
年
五
月
一
日
付
）

採
　
用
（
従
業
員
）

緑
の
雇
用
鳥
羽
　
義
憲
（
平
成
十
七
年
六
月
一
日
付
）

〃

曽
根
　
　
聡
（
平
成
十
七
年
六
月
一
日
付
）

退
　
職
（
職
員
）

高
橋
　
　
芳
（
平
成
十
七
年
四
月
三
十
日
付
）

金
田
健
太
郎
（
平
成
十
七
年
五
月
三
十
一
日
付
）

神
戸
　
俊
幸
（
平
成
十
七
年
五
月
三
十
一
日
付
）

退
　
職
（
従
業
員
）

水
谷
　
弘
之
（
平
成
十
七
年
四
月
二
十
日
付
）

今
井
　
　
敦
（
平
成
十
七
年
六
月
三
十
日
付
）

森
林
組
合
人
事

デ
ル
ピ
ス
号
を
群
馬
県
立
博
物
館
で
展
示
保
存
計
画

デ
ル
ピ
ス
号
を
群
馬
県
立
博
物
館
で
展
示
保
存
計
画

昭
和
四
十
年
代
か
ら
下
仁
田
町
森
林
組
合
は
集
団
間
伐
事
業
の
取
組
み
に
あ
た
り
も
っ
と

も
重
要
視
さ
れ
る
作
業
道
の
開
設
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
生
ま
れ
伐
出
作
業
の
体

系
を
変
え
た
林
内
作
業
車
デ
ル
ピ
ス
号
を
群
馬
県
立
博
物
館
で
展
示
保
存
計
画
が
あ
り
ま
す
。

今
回
計
画
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
高
崎
経
済
大
学
大
島
教
授
よ
り
お
話
を
頂
き
ま
し
た
の

で
掲
示
し
ま
す
。

「
デ
ル
ピ
ス
号
今
昔
」

デ
ル
ピ
ス
号
と
は
、
一
九
六
五
年
に
現
下
仁
田
町
内
の
三
森
林
組
合
が
合
併
し
て
、
林
業

構
造
改
善
事
業
を
進
め
よ
う
と
す
る
頃
、
上
小
坂
の
故
佐
藤
智
太
郎
氏
を
中
心
と
し
た
農
林

機
械
研
究
所
に
よ
っ
て
開
発
・
販
売
さ
れ
た
林
内
作
業
車
の
愛
称
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
林

業
関
係
業
界
で
全
国
的
に
も
脚
光
を
浴
び
た
下
仁
田
方
式
と
い
わ
れ
る
先
駆
的
な
集
団
間
伐

を
進
め
る
た
め
に
、
組
合
主
導
で
濃
密
度
の
作
業
道
路
網
の
整
備
が
推
進
さ
れ
る
な
か
で
、

狭
隘
で
カ
ー
ブ
が
多
く
急
な
道
路
を
介
し
た
林
内
作
業
に
威
力
を
発
揮
す
る
よ
う
に
設
計
さ

れ
た
の
が
デ
ル
ピ
ス
号
だ
っ
た
。
そ
の
形
状
は
、
狭
隘
路
に
適
し
た
前
一
輪
、
木
材
搬
出
を

基
本
と
し
た
設
計
で
、
後
に
ト
レ
ー
ラ
ー
の
つ
い
た
九
Ｗ
Ｄ
（
後
部
が
二
軸
で
ダ
ブ
ル
の
四

輪
）
で
丸
ハ
ン
ド
ル
（
大
型
タ
イ
プ
）
も
製
造
さ
れ
た
が
、
間
伐
の
跡
地
各
所
が
椎
茸
栽
培

地
に
転
換
さ
れ
る
と
、
そ
の
関
連
作
業
に
適
し
た
三
輪
レ
バ
ー
ハ
ン
ド
ル
（
小
型
タ
イ
プ
）

も
製
造
さ
れ
る
な
ど
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
製
造
・
販
売
さ
れ
続
け
た
。

ま
さ
に
、
高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
下
仁
田
の
林
業
の
技
術
革
新
と
発
展
を
支
え
る
と
と

も
に
、
下
仁
田
の
椎
茸
栽
培
発
展
の
原
動
力
と
な
っ
た
車
両
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
て
、
森
林
組
合
内
で
は
も
ち
ろ
ん
、
個
人
の
森
林
所
有
者
や
椎
茸
栽
培
者
な
ど
に

幅
広
く
愛
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、
か
つ
て
町
内
各
所
に
見
ら
れ
た
デ
ル
ピ
ス
号
も
、
製
造
元

の
農
林
機
械
研
究
所
が
、
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
応
じ
た
コ
ス
ト
の
増
大
や
木
材
価
格
の
低
迷

な
ど
か
ら
、
平
成
初
旬
に
製
造
を
中
止
し
た
た
め
、
近
年
急
速
に
姿
を
消
し
つ
つ
あ
る
。

群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
（
高
崎
市
岩
鼻
町
）
で
は
、
こ
の
度
、
こ
の
デ
ル
ピ
ス
号
が
下
仁

田
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
地
場
産
業
と
の
認
識
に
た
っ
て
、
年
内
に
も
町
内
か
ら
現
役
車
両
の
貸

与
を
受
け
て
展
示
す
る
計
画
が
あ
り
、
将
来
は
永
久
保
存
し
た
い
意
向
だ
と
い
う
。
下
仁
田

町
内
で
も
、
下
仁
田
町
森
林
組
合
な
ど
で
、
地
域
の
遺
産
と
し
て
後
世
に
残
す
べ
く
、
現
物

や
資
料
の
保
存
を
手
が
け
る
こ
と
を
要
望
し
た
い
所
存
で
す
。

（
高
崎
経
済
大
学
経
済
学
部
教
授
　
大
島
　
登
志
彦
）

デルピス号にて搬出している様子 運輸大臣指定小型特殊自動車デルピス号　660型



しんりん　7

SHIMONITASHINRIN

下
仁
田
町
実
行
委
員
会
の
主
催
に
よ
る
「
第
十
三

回
荒
船
湖
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
、
荒
船
山

の
東
麓
、
鏑
川
の
支
流
道
平
川
地
内
荒
船
湖
で
行
わ

れ
た
。
豊
か
な
森
林
に
囲
ま
れ
た
水
源
地
の
湖
に
、

た
く
さ
ん
の
家
族
連
れ
が
集
ま
り
、
マ
ス
つ
か
み
取

り
や
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
だ
る
ま
落
と
し
な
ど

に
賑
わ
い
を
見
せ
た
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
「
森
と
湖
に
親
し
む
旬

間
」行
事
の
一
環
と
し
て
森
林
や
ダ
ム
河
川
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い

る
。
開
催
に
あ
た
り
、主
催
者
岡
田
下
仁
田
町
町
長
は

「
生
活
に
蜜
着
し
た
水
の
大
切
さ
を
、自
然
の
中
で
満

喫
し
な
が
ら
感
じ
て
下
さ
い
。」
ま
た
群
馬
県
富
岡
土

木
事
務
所
粕
川
所
長
は「
治
水
や
利
水
と
い
っ
た
役
割

を
持
つ
ダ
ム
の
機
能
を
理
解
い
た
だ
き
た
い
。」
と
挨

拶
さ
れ
た
。
来
賓
者
で
は
、
下
仁
田
町
議
会
堀
口
議

長
は
「
森
林
環
境
と
ダ
ム
の
役
割
を
広
く
皆
様
に
理

解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。」と
話
さ
れ
、
小
渕
衆

議
院
議
員
は「
私
た
ち
は
自
然
に
守
ら
れ
育
っ
て
い
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。」と
述
べ
ら
れ
た
。

下
仁
田
町
森
林
組
合
で
は
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、

丸
太
き
り
を
企
画
し
、
子
供
た
ち
百
八
十
人
が
高
さ

七
・
五
メ
ー
ト
ル
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
大
盛
況
と
な
っ

た
。

荒
船
湖
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

荒
船
湖
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ロッククライミングを体験中の子供達

▲丸太切りに挑戦する小渕議員

▼初めての丸太切り

群
馬
県
産
木
材
フ
ェ
ア

群
馬
県
産
木
材
フ
ェ
ア

林
業
や
木
材
産
業
を
め

ぐ
る
現
下
の
状
況
は
、
長

引
く
木
材
価
格
の
低
迷
に

よ
り
、
森
林
所
有
者
の
意

欲
が
減
退
し
、
手
入
れ
の

行
き
届
か
な
い
荒
れ
た
森

林
が
増
加
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
間
伐
の
緊
急
実
施
と
併
せ
た
木
材
利
用
の

拡
大
が
緊
急
の
課
題
で
あ
り
、
県
、市
町
村
が
率
先
し

て
利
用
促
進
を
進
め
る
と
と
も
に
、
広
く
民
間
へ
の

普
及
が
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
こ
で
県
産
材
を
利
用
し
た
家
具
、
住
宅
部
材
、

土
木
資
材
等
の
展
示
を
行
い
、
広
く
県
民
に
向
け
て

県
産
材
の
需
要
拡
大
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

会
　
　
期

平
成
十
七
年
九
月
九
日（
金
）か
ら

九
月
十
一
日（
日
）

会
　
　
場

グ
リ
ー
ン
ド
ー
ム
前
橋

事
業
内
容

①
家
具
、住
宅
部
材
等
の
木
製
品
の
展
示

お
よ
び
販
売

②
木
工
工
作
教
室
の
開
催

③
こ
ど
も
が
遊
べ
る
遊
具
の
設
置

④
木
製
品
が
当
た
る
抽
選
会
等
の
イ
ベ
ン
ト 今回組合で展示するもの

と同等のログハウス
（軽井沢ゴルフ場内）

ふ
る
さ
と
の
木
を
使
お
う
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２
０
０
５
年
８
月

発
　
行
　
下
仁
田
町
森
林
組
合

群
馬
県
甘
楽
郡
下
仁
田
町
大
字
下
小
坂
４
５-

７

TEL
０
２
７
４（
８
２
）２
３
０
６

h
ttp
://w
w
w
.sn
t-sh
in
rin
.o
r.jp

E
-m
ail

sh
im
o
n
ita@

sn
t-sh
in
rin
.o
r.jp

〒370-2623

『関東甲信越ブロック青年建築士協議会』群馬大会が開催

「
人
・
建
築
・
温
森
（
ぬ
く
も
り
）
物
語
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
平
成
17
年
度
関
東
甲
信

越
建
築
士
会
ブ
ロ
ッ
ク
会
青
年
建
築
士
協

議
会
群
馬
大
会
が
16
〜
18
日
の
３
日
間
伊

香
保
町
で
開
か
れ
、
１
都
９
県
の
青
年
建

築
士
約
５
０
０
人
が
参
加
し
た
。

大
会
の
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
の
実
践
活
動
や
研
究
発
表
、
屋
外
研

修
を
行
な
っ
た
、
群
馬
県
と
い
う
開
催

地
か
ら
下
仁
田
町
森
林
組
合
を
研
修
場

所
と
し
「
木
」
を
テ
ー
マ
に
、
若
い
建

築
士
が
国
産
の
木
を
理
解
し
て
い
る
か
、

頂
け
る
か
、
森
に
入
り
、
木
に
触
れ
自

然
素
材
の
良
さ
を
体
感
す
る
目
的
で
、

平
原
地
内
の
伐
採
現
場
、
原
木
市
場
を

小
井
土
指
導
課
長
が
案
内
し
た
。
見
学

を
通
し
て
、
①
国
産
材
は
高
い
印
象
が

あ
っ
た
が
、
使
い
や
す
い
価
格
。
②
切

り
出
し
て
製
品
に
な
る
ま
で
の
大
変
さ
。

③
温
暖
化
対
策

に
役
立
っ
て
い

る
事
な
ど
理
解

さ
れ
る
様
説
明

し
た
。
木
の
ぬ

く
も
り
を
通
じ

て
住
環
境
の
提

言
を
行
い
、
広

く
消
費
者
等
に

ア
ピ
ー
ル
し
て

い
き
ま
す
。

木
材
は
再
生
可
能
で
加
工
に
要
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

少
な
く
、
地
球
環
境
へ
の
負
荷
を
与
え
る
こ
と
の
少
な

い
ト
ー
タ
ル
的
な
低
コ
ス
ト
の
資
源
と
し
て
注
目
さ

れ
、
各
分
野
で
積
極
的
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

森
林
保
有
者
の
責
に
帰
し
な
い
原
因
に
よ
り
現

況
が
悪
化
ま
た
は
破
壊
さ
れ
、
機
能
が
低
下
し
た

保
安
林
を
植
栽
等
に
よ
っ
て
復
旧
す
る
た
め
の
事

業
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
様
な
山
林
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
組
合
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

杉
の
木
加
工
セ
ン
タ
ー
事
業
紹
介

森
林
の
整
備
の
保
全
に
向
け
て

①
丸
太
筋
工

山
腹
斜
面
の
表
土
流
出
防
止
を
は

か
り
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
自
然
還
元
さ
れ
る
。

②
丸
太
積
土
留
工

林
道
、
作
業
道
、
な
ど
の
山
側

土
留
用
に
施
行
さ
れ
る
。

復旧前

復旧後

土
木
工
事
に
木
材
の
適
切
な

利
用
を
積
極
的
に
推
進

▲丸太筋工

▼丸太積土留工

石渕貯木センター

「
組
合
員
の
声
」
を
広
報
誌
へ

当
組
合
で
は
次
回
よ
り
「
組
合
員
の
声
」
と
言
う
こ
と

で
広
報
誌
に
掲
載
し
た
く
原
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

林
業
に
関
す
る
こ
と
の
質
問
・
ご
意
見
・
感
想
等
何
で

も
良
い
で
す
か
ら
是
非
手
紙
又
は
メ
ー
ル
に
よ
り
投
函
し

て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

編
集
部
よ
り


